
【発行】 【定価】本体1,800円［＋税］ ［A5判・176頁・並製］

喜多明人
浅見洋子
編著

みんなの学校安全
いのちを大事にする社会へ
本体価格1,800円＋税

喜多明人／浅見洋子
ISBN978-4-87168-585-6

CONTENTS
第 1部　みんなの学校安全―子どものいのちと人権を守るために
 わが子をなくした保護者から▶ 被災家族・遺族と教職員が共に手を携えて 成田幸子
 スクールソーシャルワーカーから▶ 学校安全とスクールソーシャルワーカーの仕事 竹村睦子
 養護教諭から▶ 学校安全を保健室から支える 鈴木裕子
 スクールカウンセラーから▶ 学校安全とスクールカウンセラーの仕事 久山みちる
 学校事務職員から▶ 学校安全を事務室から支える 小舘映子
 学校医から▶ 内科校医からみた学校安全 川上一恵
 学校長から▶ 開かれた学校づくりと学校安全 佐藤剛彦
第 2部　学校安全を支える制度と今後の展望
学校安全と教育委員会の役割  ―体罰、いじめ等と教育委員の活動 櫻井光政
子どもの主体性尊重と学校の防災  ―東日本大震災に学ぶ「学校安全」の視点 堀井雅道
子どもの最善の利益と “みんなの学校安全” 法制  ―文科省指針を活かす 喜多明人

■基本資料１
文部科学省『学校事故対応に関する指針』全文
（附属資料・略）（2016 年 3月 31 日）

文部科学省『「学校事故対応に関する指針」の
公表について（通知）』（2016 年 3月 31 日）
■基本資料２
学校安全全国ネットワーク意見書
『学校の重大事故の事後対応のあり方、
とくに第三者調査委員会の設置について』
（文部科学省「学校事故対応に関する調査・研究」
有識者会議 2015 年 11 月 9日提出）

■基本資料３
学校安全全国ネットワークでどんな団体？　浅見洋子
「学校安全全国ネットワーク」規約

2016年7月発行

みんなの
　学校安全
いのちを
大事にする
社会へ

今日の学校災害の最大の危機は、
子どもの「命」を大切にしようという発想自体が
極めて希薄なことです。

本書は安全な学校づくりの
基本方向を示し希望へと
導いてくれる好著といえます。［尾木直樹氏］
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